
特別発表：「フランスの検査保険制度」 
CSTB 理事長 アラン・モガール 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
実は、現在、フランスで実施されている保険制度は、もともとはスピネッタさんが草案

なさった法案に基づいて制定された法律をベースに行われている保険制度です。スピネッ

タさんというのは、この日仏建築会議の最初のころのフランス代表団のお一人でもあった

方です。 
 同じ保険制度といっても２段階あります。まず、一つの保険はビルディングオーナーと

呼ばれる施主のための保険です。もう一つの保険は、実際の建築物をつくるのに関係した

それぞれの人用の保険です。例えば、建築家、設計事務所、ゼネコン、建設会社など。 
 １つ目の保険、つまりビルディングオーナー用の保険は、「施主保険」建築に携わった関

係者の保険のほうは「責任保険」という名前がつけられています。その建築物に何か問題

があったり、何か災難が起こった場合、この施主保険がありますので、すぐに修理しても

らうことができます。 
 そして、施主保険の保険屋さんは、２つ目の責任保険の保険屋さんに呼びかけます。こ

の問題が起こったのはだれの責任だというように、もう一人の保険屋さんに言うわけです。

そうした災害、問題、事故が起こったのは一体だれのせいかということをしっかりと見つ

けだすためには、ものすごく時間がかかる場合もあります。ですから、今度は、実際に責

任がある人、その人のせいだったとすると、その人の保険屋さんが、先ほどの施主保険の

保険屋さんがすぐに修理をしてくれてお金を払ってくれたので、そちらにまたお金を支払

うことになります。 
 そして、この施主保険による建物の保険期間は 10 年間です。つまり、10 年がたつ前に

何か起こった場合、このビルのオーナーの保険屋さんは、何かがある度にお金を支払わな

ければなりません。しかし、10 年たった後に事故なり何かが起こった場合は、保険屋さん

は何も払う必要がありません。 
 ただし、もし、起こった事故が、何か隠された悪いところがあったせいであることをし

っかりと証明した暁には、その保険屋さんに払ってもらうことができます。つまり、この

瑕疵は 10 年以内には露呈しない瑕疵であるからこそ、10 年経過した後でも払ってくれと

いうことが言えるわけです。 
 では、この 10 年の間、つまり、保険屋さんがまだ払わなければいけない間、そうはいっ

ても、この建物をしっかりとその期間においてもメンテナンスしてあったことをしっかり

とチェックしなければいけません。いくら 10 年間といえども、保険屋さんが、しっかりと

メンテナンスしていなかったではないか、メンテナンス不足だということを証明すること

ができれば払う必要がありません。 
 となると、ここで一つの大きな問題があります。９年目に何かが起こった場合、しっか

りと、そうした損害なりをカバーできるような保険にするためには、どのような形での保



険にすればいいのか、財源をどのようにしていったらいいか。この保険の財源システムは、

もともとは分散方式でした。それを積立方式の形に変えました。 
 ここで、前の方式はどんなものであったか、まずご紹介しましょう。どういう方式か、

つまり、どこからお金を持ってくかといいますと、2006 年に、いろいろな住宅でいろいろ

な問題があったとしましょう。その問題の中には、建ててから９年目の問題もあったとし

ます。そうしたものの修理なりに、どこからお金を持ってきて支払うのかというと、今年 2
006 年の新築物件から上がってくる保険料を原資として、それで支払います。だから、今、

問題を抱えている建物が 1997 年に建てられたものであろうと、1998 年に建てられたもの

であろうと、今年、何か問題が起こったならば、今年の保険料でそれをカバーすることに

なります。 
 この分散方式での原資を求めるやり方は、新築着工件数がコンスタントにいつも変わら

ないでいてくれるか、または、伸びている場合はうまくいきます。ところが、新築着工件

数が下がってしまうと、今度は原資が足りなくなってしまって赤字です。スピネッタさん

がいらっしゃるころ、分散方式ではなくて違う方式に変えよう、今度は積立方式にしよう、

キャピタライゼーション方式にしようと言ったわけです。 
 積立方式といいますと、今年 2006 年に着工した新築物件があり、すべての建築物が保険

料を払います。その保険料を原資として、そこから今後９年間、今年建てられたありとあ

らゆる建物に何かトラブルがあった場合、つまり、2006 年から９年間ですと 2015 年まで

は、それを原資としてみんなカバーしていこうというものです。よって、積立方式は明々

白々なシステムで、将来の世代の人々が、今の人々のためにお金を出さなくてもいい形に

なります。それでうまくいくわけです。 
 ただし、今までは分散方式で来ていたわけで、それが今度は積立方式になるとなります

と、旧式から新式に移行するにはかなりのお金がそこで必要になるという難しさもありま

した。だからこそ、今度は、新築物件に対する保険への新たなる追加税金制度を創設しま

した。つまり、今度は、追加で税金を払ってもらうことによって、それをまた一つの追加

原資として 15 年間積み上げて、今度の新しいシステムへと移行するための元手としたわけ

です。 
 それと同時に、この税金の一部を使って、今度は、災害や事故防止措置をつくることに

しました。つまり、この税金の一部を使って災害予防をしよう、事故予防をしようという

ことで、いろいろと研究をしたり、また、情報をみんなに広く広めることによって、そう

した災害の件数を減らそうという措置をとりました。 
 これ以上にいろいろとお知りになりたいと日本の皆様方がおっしゃるようでしたら、ま

た専門家にも来てもらうようにもいたします。 
 こうしたフランスのやり方はスペインでも同じように取り入れられました。また、ほか

のたくさんのヨーロッパの国々も、現在かなり注目しているシステムでもあります。以上

です。 



特別発表：「フランスの検査保険制度」に関する質疑応答 
 
○立石議長 質問がありましたら、どうぞ。 
 単純ですけれども、ソコテックというのは、今はそのうちのどの部門に含まれているの

かということが一つと、保険事故はどのくらい発生するものなのか、もしおわかりでした

らご説明いただければと思います。 
○モガール ソコテックというのは、先ほどからお話に出ている技術検査員でありまして、

いわゆるテクニカル・コントローラと申しております。技術検査員が建築家の立場に立っ

て建築物の設計をすることは禁止されております。つまり、ディベロッパーなりビルディ

ングオーナーからお金をもらって、そして検査をするという業務だけしかやってはいけな

いわけです。ですから独立系です。独立系というのはとても重要なことです。 
 でも、技術検査員も、その建築物に関係している一つの機関ということで、先ほどの２

つ目の、いわゆる責任保険というものをかけています。ですから、建物で何か事故があっ

た場合、技術検査員の責任だということが実証された場合、彼がきっちりと仕事をしてい

なかったせいだとなりますと、彼は、先ほどのディベロッパーなりビルディングオーナー

に、その事故の補修にかかる費用を払わなければいけないことになります。 
 この責任保険料は、ディベロッパーや施工者がかける場合、建設費の約 1.5％から２％か

かります。それに加えて技術検査員を頼まなければいけない。これは義務です。それが建

築費の１％かかります。そして、技術検査員は、自分自身で自分のところの責任保険をか

けているわけですが、その保険料はというと、売上の８％にものぼります。なぜ、そんな

に保険料が技術検査員の場合は高いかというと、当然、それだけリスクが大きいからです。 
○立石議長 ありがとうございました。 
 ほかにありませんか。 
○梅田 先ほど、スペインなどでも取り入れられたというお話がありましたけれども、や

はり、欧米の中でフランスの制度が大変ユニークだと我々は思っています。それには、社

会的な背景であるとか、歴史的ないきさつとか、ほかのイギリスやドイツとは違うという、

何か理由があろうかと思ってしまうのですが、もし、そういうことがあれば教えていただ

ければと思います。 
○モガール お答えにも２種類ありまして、外交辞令的な答えと、真実の答えがあります

が（笑）、どちらがよろしいでしょうか。 
○梅田 できれば、両方お願いします。 
○モガール では、外交的なお話ではなく、本当のお答えをしてしまいましょう。 
 国によっては、いくらいろいろな法律、規制、ルールがあっても、それを文字通り、皆

さんがお守りにならない国もあるわけです。つまり、それをときどきごまかす人たちがい

る場合には、今のこのフランスのやり方、また、スペインのやり方が、そうした国にはぴ

ったりなのです（笑）。でも、みんながちゃんとしていれば、そういうシステムはいらない



んですよ。 
 でも、もう一つの考え方がありますよね。いくらみんながウソをつかない、まじめな国

民であっても、やはりこういうシステムがあることによって、より安全が確保されている

ということは確かでしょう。 
○立石議長 ありがとうございました。 
 ちょっと時間を食ってしまって午後の発表をする方に申し訳ありませんので、この問題

はこれで終わりにしまして、モガールさんに議長をお願いし、午後の部の予定に入ってい

ただければと思います。 
○モガール議長 ありがとうございます。それでは、議長を務めさせていただきますが、

この遅れの原因は私の責任だと思っております。ということで、この遅れを取り戻すよう、

がんばります。 
 


